
三 二
蓮
池
の
寺
を
ぬ
け
れ
ば
芝
居
小
屋
　
　
（
七
月
）

弟
子
た
ち
の
弓
の
稽
古
や
若
楓
　
　
　
（
五
月
）

松
過
ぎ
て
年
始
ま
は
り
の
役
者
か
な
　
（
一
月
）

看
板
の
大
羽
子
板
の
歌
右
衛
門
　
　
　
（
一
月
）

知
つ
て
ゐ
て
知
ら
ぬ
ふ
り
す
る
早
生
蜜
柑
　
仝

人
混
み
に
菊
の
香
紛
れ
神
楽
坂
　
　
　
　
　
正
明

　
　
|
　
「

森
の
座
」

1
1
月
号

歌
丸
の
人
情
噺
に
涼
新
た
　
　
　
　
　
　
　
仝

血
み
ど
ろ
の
夏
芝
居
は
ね
口
直
し
　
　
　
　
仝

　
「

盟
（

か
み
か
け
て
）

三
五
大
切
」

テ
ン
ポ
よ
き
弥
次
喜
多
芝
居
暑
気
忘
る
　
紀
久
男

　
歌
舞
伎
座
「

東
海
道
中
膝
栗
毛
」

白
桃
食
ぶ
晩
節
け
が
す
や
も
知
れ
ぬ
　
　
　
仝

雲
の
峰
摩
文
仁
の
民
の
悲
の
重
層
　
　
　
　
仝

英
霊
の
ふ
た
た
び
あ
る
な
送
り
舟
　
　
　
　
仝

袒
（
は
だ
ぬ
）

ぎ
の
を
と
こ
は
容
れ
ず
踊
り
の
輪
　
仝

旅
立
ち
も
斯
く
の
如
き
か
妻
午
睡
　
　
　
　
青
史

天
皇
の
小
さ
く
遠
そ
く
終
戦
日
　
　
　
　
　
仝

原
爆
忌
黙
禱
一
分
短
か
さ
に
　
　
　
　
　
　
仝

ビ
ニ
ー

ル
の
プ
ー
ル
く
た
り
と
干
さ
れ
を
り
　
仝

兵
児
帯
を
ゆ
る
と
念
仏
踊
か
な
　
　
　
　
　
仝

静
か
に
も
厩
舎
大
型
扇
風
機
　
　
　
　
　
　
弘
子

油
照
り
地
図
を
頼
り
に
新
居
訪
ふ
　
　
　
　
仝

我
ま
で
も
覚
悟
を
決
め
て
田
草
取
　
　
　
　
仝

盆
客
に
里
子
も
入
れ
て
一
升
飯
　
　
　
　
　
仝

店
員
の
点
呼
の
透
け
て
朝
曇
　
　
　
　
　
眞
希
子

久
々
の
下
り
役
者
や
近
松
忌
　
　
　
　
　
（
十
二
月
）

一
茶
忌
の
句
會
す
ま
せ
て
樂
屋
入
り
　
　
（
十
二
月
）

立
秋
や
箱
根
で
逢
ひ
し
土
佐
太
夫
　
　
　
（
八
月
）

き
ら
き
ら
と
東
山
よ
り
初
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
仝

積
み
上
げ
し
薪
の
香
の
顕
つ
冬
支
度
　
　
　
　
　
仝

大
楠
の
鳥
あ
ま
た
容
れ
後
の
月
　
　
　
　
　
　
　
允
章

　
　
|
　
大
鉄
会
1
0
月

朝
寒
や
さ
て
と
呟
き
す
る
こ
と
な
し
　
　
　
　
　
仝

親
に
手
を
曳
か
れ
ハ
ロ
ウ
ｨ
ン
の
魔
女
が
来
る
　
仝

角
と
ら
れ
飛
車
も
危
ふ
く
秋
灯
下
　
　
　
　
　
　
恵
洲

秋
の
蝶
夜
は
い
づ
く
で
眠
る
や
ら
　
　
　
　
　
　
仝

池
の
面
に
影
き
は
や
か
や
新
松
子
（

ち
ぢ
り
）

　
　

　
仝

終
電
車
か
ら
吐
き
出
さ
れ
見
る
夜
半
の
秋
　
　
　
允
章

　
　
|
　
「

き
さ
ら
ぎ
句
会
」

1
0
月

寄
席
は
ね
て
馴
染
の
店
へ
秋
の
暮

一
押
し
の
新
酒
酌
ま
ん
と
句
友
ど
ち
　
　
 
 
紀
久
男

野
分
あ
と
浦
一
帯
は
古
戦
場
　
　
　
　
　
　
 
 
仝

萩
咲
く
や
一
の
砦
の
矢
弾
（

や
だ
ま
）

痕
　
　
 
 
 
健
介

菊
日
和
定
年
の
な
き
句
会
か
な
　
　
　
　
　
 
 
仝

子
規
愛
で
し
木
曽
十
一
宿
の
栗
お
こ
わ
　
 
 
　
盛
雄

　
１
月
号
に
添
削
例
と
し
て
掲
載
予
定
の
由

　
放
映
予
定
で
し
た
が
時
間
切
れ
。
「

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

　
　
|
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
1
1
月
1
1
日
　
岸
本
尚
樹
選
に

小
春
日
や
妻
の
抱
き
し
隣
家
の
子
　
　
　
　
　
　
規
雄

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
創
刊
百
年
記
念
に
歌
舞
伎
座
で
再
演
。
（

初
代
は
昭
和
２
９
年
他
界
）

三
、

初
代
の
舞
台
で
は
「
籠
釣
瓶
花
街
酔
醒
」

を
見
た
と
き
の
感
動
が
未
だ
生
々
し
く
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
。

　
◎
結
び
に
一
句

　
　
灯
下
親
し
初
代
吉
右
衛
門
丈
逸
話
　
　
　
汀
子

　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
年
十
一
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
紀
久
男
記

　
関
係
者
近
詠

祭
」

に
寄
稿
し
た
「
初
代
吉
右
衛
門
丈
の
こ
と
」
に
つ
い
て

　
稲
畑
汀
子
（
虚
子
の
孫
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
誉
主
宰
。

伝
統
俳
句
協
会
会
長
）
が
歌
舞
伎
座
の
9
月
「
秀
山

　
◎
冒
頭
に
7
句
抄
出

る
播
磨
屋
一
家
（
吉
右
衛
門
の
弟
子
）

は
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
投
句
す
る
な
ど
俳
句
を
嗜
む
人
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

吉
右
衛
門
が
初
代
の
芸
の
継
承
を
目
指
し
て
七
・
八
年
ま
え
か
ら
毎
年
9
月
公
演
し
て
お
り
ま
す
。
屋
号
で
あ

　
|
　
秀
山
祭
は
虚
子
の
高
弟
で
あ
っ

た
初
代
の
俳
号
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
養
子
に
入
っ

た
二
代
目
（
今
の
）

異
母
弟
の
十
七
世
勘
三
郎
と
得
点
競
争
が
過
熱
し
て
お
り
、

４
点
と
っ
た
ら
赤
飯
炊
き
祝
宴
し
た
そ
う
で
す
。

た
そ
う
で
す
。
私
の
調
べ
で
は
恐
ら
く
手
の
指
で
選
ば
れ
た
句
の
点
数
を
知
ら
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
当
時

一
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
に
欠
席
投
句
し
て
結
果
を
早
く
知
り
た
が
っ
た
為
、
弟
子
が
舞
台
の
彼
に
判
る
よ
う
に
伝
え

　
◎
句
集
を
だ
し
て
い
る
こ
と
や
「
新
歳
時
記
　
虚
子
編
」

に
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　
◎
虚
子
と
初
代
に
つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
三
つ
紹
介

二
、

初
代
の
依
頼
で
虚
子
が
書
き
下
ろ
し
た
「

髪
を
結
う
一
茶
」
を
昭
和
１
０
年
、

東
劇
で
初
演
。
平
成
8
年


